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	国際VHF
	マリンVHF

	割り当て周波数(MHz)
	156-162
	156-162

	割り当てチャンネル数
	最大57ch(基本10ch)
	最大20ch(基本3ch)

	主な通信の相手方
	一般商船(貨物船、客船)
	プレジャーボート

	
	海岸局、(港湾通信、海上保安庁)他
	所属海岸局、巡視船

	運営管理者
	港湾管理者など
	一般マリーナなど

	主な利用者
	一般商船(貨物船、客船)
	レジャー目的の個人など

	
	海岸局(港湾通信、海上保安庁)他
	

	無線従事者の資格
	国内運用の5w/第3級海上特殊無線技士
	第3級特殊無線技士以上

	
	国内運用の25w/第2級海上特殊無線技士
	

	
	国外運用/第1級海上特殊無線技士
	

	最大空中線電力
	25w
	5w

	通信距離目安
	50-80km/目安
	10-30km/目安


156MHz～162MHz帯の周波数を使用し、海上航行船舶の安全、入港・出航の連絡、遭難通信などに使用・運用される無線で、世界中で使用されている国際基準なので、無線機本体が圧倒的に安い。

貨物船や客船などは、既に国際VHFを搭載済で、通信の相手方が圧倒的に多いので、もしもの時も、受信してもらえる可能性が飛躍的に高くなり、直接レスキューもされやすい。当然海上保安庁も常時ワッチ。

5w携帯型の国際VHF無線機は定期検査不要、25w据付型であっても、国際VHFは定期検査5年毎。電波使用料年間400円(船舶局)
GPSと連動し、DSC機能が使用可能モデルもある。DSC機能を利用するには第2級海上特殊無線技士の資格が必要。
DSC機能とは、Digital Selective Calling　の略で、船舶局及び海岸局の呼び出しに際して個別呼び出し、グループ呼び出し、一斉呼び出しの選択や、船舶からの遭難通報の発信の際に自船の位置情報を送信したり、他船のGPS情報を受信したりする機能。

国際ＶＨＦ使用チャンネル

	16
	呼出応答用（遭難・緊急・安全呼出）

	77
	呼出応答用

	69,72,73
	船間通信

	71,74
	JSAFの海岸局に加入している場合


太字：主としてスポーツ、レジャー用

詳細下記

信越総合通信局-船舶が任意に設置する国際VHF無線による船舶局について

http://www.soumu.go.jp/soutsu/shinetsu/sbt/denpa/marine/100402-01_vhf.htm
